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1. 今タームにおける活動状況と今後の
予定
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今タームにおける活動状況
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○本年は下記の取組を実施。
• 第1回会合(キックオフミーティング)（2024/2/1,2）
• WEBミーティング(頻度：1～2ヶ月毎に1回程度(WG毎に実施))
• 第2回会合(メルボルン：ワークショップを含む)（2024/10/8～10）
• 脱炭素に関するTCを対象としたオンラインサミット(2024/12/4)

TC3.5

WG1
（日本メンバー所属）

WG2 WG3

•脱炭素化に関する国家戦略・
政策の情報収集・調査研究

 (対象:道路交通、貨物輸
送)(TOR:3.5.1)

•道路輸送における、脱炭素に
資する技術の情報収集・調査
研究(TOR:3.5.4)

TC3.5におけるWGの構成

•走行中給電技術(ERS)に関
する情報収集・調査研究
(TOR:3.5.2)

•道路部門における代替エネ
ルギーの生産(太陽光、風力
等)、および供給源に関する
情報収集・調査研究
(TOR:3.5.4)

 (アスファルトのリサイクル
技術も調査対象に含む)
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WG1（脱炭素関連の国家戦略・政策、技術の情報収集・調査研究）の活動報告

○WG1では、これまでにノルウェー(WG長所属国)、米国、スペイン、オーストリアの政
策に関する取組情報が紹介・共有されている。

○このうち、ノルウェーでEV車の普及が進んだ背景として、CO2フリーの水力発電が
90%以上を占めていることが一因であることが紹介された。

米国からの紹介資料(一部抜粋)

•米国では、EV給電器を州間道路の50マイル
(約80km)毎に設置する政策を実施

•設置するEV給電器は150kWh出力(日本の急
速充電器は90kWhが一般的)

•設置費用は連邦政府(80%)、州政府(20%)が
負担

•スペイン・オーストリアともに、官民のコンセッ
ション(PPP)にて取組が進められるフレーム
ワークを構築

•交通量の多い路線/SA・PAを対象に、SA・PA
の拡張工事・給電器の設置工事を実施中

スペインからの紹介資料(一部抜粋)
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WG2（走行中給電技術(ERS)に関する情報収集・調査研究）の活動報告

○WG2では、スウェーデン、フランス、米国、中国における走行中給電(ERS)の技術開
発動向に関する調査研究が進められている。

○ERSの普及に併せて、内燃機関車、水素自動車より、EV車(BEV)が急速に普及する
予測結果も紹介されており、ヨーロッパを中心にEV車が普及するのが必至な模様。

中国フラ
ンス

内燃機関、バッテリーEV車、水素燃料車等
の今後の普及予測(試算結果)(一部抜粋)

米国
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WG3（道路部門の代替エネルギー生産・供給源に関する情報収集・調査研究）の活動報告

○WG3では、再生可能エネルギー由来の電力生産や、アスファルト・コンクリート等のリ
サイクル(サーキュラーエコノミー)に関する調査研究が進められている。

○スウェーデンからは、車の車種別でどの原料を多く使用するのかに関する試算結果と
して示された。複数の資源をバランス良く使用するBEV車に対して、内燃機関車はロ
ジウム、水素自動車はプラチナを多く使う傾向にあるようである。

バイオ燃料を活用した燃料生成の
研究紹介資料(一部抜粋)

自己修復が可能なアスファルト材料
の研究紹介資料(一部抜粋)
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今後の予定

○来年以降のスケジュールは以下の通り。
• WEBミーティング(頻度：1～2ヶ月毎に1回程度(WG毎に実施))
• 第3回会合(ウィーン：2025/5/5～9）、第4回会合(アルゼンチン:2025秋)
• 冬季道路会議(仏・シャンベリー：2026/3/10～13)

○来年2月までにアンケート調査を、来年末までにレビューを終了させ、再来年以降は
報告書作成を実施予定。

TC3.5の活動計画（成果物の目標）
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2.日本のミッションをもとに、昨今の日本の
道路施策と関連させて、国内の道路関係
者にとって有益と考えられる内容
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国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容
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○以下の2点が有益となると考えられる。
① SA、PA等におけるEV車への充電設備の整備状況
② 走行中給電(ERS)に関する技術開発動向

スペイン SA・PAの拡張工事・給電器の設置工事の様子

① SA、PA等におけるEV車への充電設備の整備状況

• 道路行政（道路管理者）が先導してEV給電器を設置している国々の情報（整備ス
キーム、料金体系等）に関する情報が得られている。

• 日本における本格導入の際の有益な検討資料が得られると期待できる。
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国内の道路関係者にとって有益と考えられる内容
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○以下の2点が有益となると考えられる。
① SA、PA等におけるEV車への充電設備の整備状況
② 走行中給電(ERS)に関する技術開発動向

TC3.5の活動を通じて、走行中給電技術に関する情報を官民問わず各方面から収集することが可能

② 走行中給電(ERS)に関する技術開発動向

• 走行中給電については、日本では、2024年度末に国土交通省道路局が技術公募
を行い、2025年度以降に実証実験が開始される見込み

• 第2回会合(R6.10)時に紹介された、スウェーデン・ノルウェー・フランス・カナダ・
アメリカ・中国・オーストラリア等の各国における走行中給電技術の実証実験の実施
状況・実証対象技術を踏まえると、諸外国の方が日本よりも検討が進んでいる状況
実証実験の結果や導入効果等について有益な情報が得られると期待できる
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3.国際比較を意識した上での各委員会活動
における日本の強みや弱み
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委員会活動における国際比較を意識した上での日本の強み・弱み
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スペインでの脱炭素化に向けたロードマップ

○日本の道路行政における道路交通の脱炭素化に関する検討・研究は、欧米等の諸外
国よりも大きく遅れていることが最大の弱み。

○一方で、アスファルト・コンクリート等のリサイクルにおいては、従来から建設分野にお
いて、コンクリートやアスファルト、建設汚泥等を中心に、非常に高水準な再利用率を
維持していることから、サーキュラーエコノミーの分野においては、日本の強みが活か
せると推測する。

○その他、脱炭素に資する物流分野での取組(ダブル連結トラック・モーダルシフト・自動
物流道路等)についても、諸外国より一歩進んでいる印象を受ける。

パリ協定下での次期削減目標（NDC）を2025年2月ま
でに提出することが求められていることから、EU各国
では官民を挙げた取組が急ピッチで進められている。

建設廃棄物発生量とリサイクル率(諸外国との比較)

出典：国土交通省 建設リサイクル2020(参考資料)

リ
サ
イ
ク
ル
率(%

)

日本の建設副産物のリサイクル率は、先進諸国と比較
しても遜色ないレベルであり、特にアスファルト・コンク
リート塊のリサイクル率は99.5%と高水準
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4.日本として狙っていくべきアウトプット
(技術基準等)
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日本として狙っていくべきアウトプット(技術基準等)
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【走行中給電技術について】
○走行中給電技術は、車両側と併せて標準規格化されることが想定される
自動車側・道路側のどちらにおいても、日本にとって不利にならない規格となるよう

に留意する必要がある
○一方で、走行中給電技術の規格化については、ISO、IEC(国際電気標準会議)、

ITU(国際電気通信連合)等のどのTCで担当するかが決まっていない状況
 (日本でも、走行中給電の装置が道路付属物となるか占用物件となるかが未だ決まっ
ていない状況)

標準化に向けた道路としての対応が必要か否か不明瞭な状態であるため、今後も諸
外国の動向に注視し、検討を進める必要がある。

【その他】
○建設資材を対象としたサーキュラーエコノミー(アスファルトの代替舗装材料技術を含

む)や自動物流道路については、諸外国よりも取組が進んでいる印象であり、当該分
野で日本がどのようにイニシアチブを取るのかを日本国内においても考える必要が
あると思慮する。
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ご清聴ありがとうございました
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